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会     議     記     録 

会議の名称 公共交通対策特別委員会 
会議場所 全員協議会室 

担当職員  加藤 太郎 

日   時 令和５年３月１３日（月曜日） 
開 議 午後１時００分 

閉 議 午後１時１０分 

出席委員 ◎齊藤 ○山本 大西 大石（臨時委員長） 土岐 松山 

執行機関 

出 席 者 
 

事 務 局 

出 席 者 
加藤副課長兼議事調査係長 

傍 聴 可 市民０名 報道関係者０名 議員０名（－） 

会 議 の 概 要 
 

１３：００ 

＜事務局副課長兼議事調査係長＞ 

本日午前の本会議で公共交通対策特別委員会の設置が議決され、ただいまお集まり

の委員が指名された。委員長が不在であるため、まずは年長委員の大石委員を臨時

委員長として開会し、委員長の互選をお願いする。委員長決定後は新委員長により

副委員長を互選いただき、その後、設置目的等の確認、閉会中の継続審査申出につ

いて協議いただくので、よろしくお願いする。 

 

[大石臨時委員長 開議] 

＜大石臨時委員長＞ 

ただいまから公共交通対策特別委員会を開議する。委員長が選出されるまでの間、

議事を進めさせていただくので、よろしくお願いする。 

 

１ 正副委員長の互選について 

＜大石臨時委員長＞ 

これより委員長の互選を行う。選挙の方法については、会議規則第１２６条の規定

により、投票か指名推選による。どちらの方法で行うか意見はないか。 

＜松山委員＞ 

指名推選でお願いしたい。 

＜大石臨時委員長＞ 

指名推選で行うことで異議はないか。 

（異議なし） 

＜大石臨時委員長＞ 

異議なしと認めて、選挙の方法は指名推選によることに決定した。私からの指名推

選で異議はないか。 

（異議なし） 

＜大石臨時委員長＞ 

異議なしと認めて、齊藤委員を委員長に指名する。これに異議はないか。 

（異議なし） 
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＜大石臨時委員長＞ 

異議なしと認めて、齊藤委員が委員長に当選された。 

 

[委員長席交代] 

 

[齊藤委員長 委員長席へ移動・あいさつ] 

 

＜齊藤委員長＞ 

これより副委員長の互選を行う。選挙の方法については、会議規則第１２６条の規

定により、投票か指名推選による。どちらの方法で行うか意見はないか。 

＜法貴委員＞ 

指名推選でお願いしたい。 

＜齊藤委員長＞ 

指名推選で行うことで異議はないか。 

（異議なし） 

＜齊藤委員長＞ 

異議なしと認めて、選挙の方法は指名推選によることに決定した。私からの指名推

選で異議はないか。 

（異議なし） 

＜齊藤委員長＞ 

異議なしと認めて、山本委員を副委員長に指名する。これに異議はないか。 

（異議なし） 

＜齊藤委員長＞ 

異議なしと認めて、山本委員が副委員長に当選された。 

 

[山本副委員長 副委員長席へ移動・あいさつ] 

 

２ 設置目的等について 

＜齊藤委員長＞ 

 本委員会の設置目的については、レジュメに記載のとおり「市民の移動権を確保す

る公共交通対策の推進を図る。」とされているので、確認願う。次に本委員会の活動

について、何か意見はあるか。 

＜松山委員＞ 

 令和５年度に次期亀岡市地域公共交通網形成計画の策定作業が行われる。公共交通

に対する市民の声がこの計画にしっかりと反映されるように現状把握に努め、時代

や市民ニーズにあった計画となるよう、本委員会ですり合わせできるような活動に

していきたいと思う。 

＜齊藤委員長＞ 

この３月議会でも多くの議員から地域公共交通に関する一般質問があった。地域公

共交通の在り方が問われており、市民や地域の声等を十分に踏まえた上で、本委員

会で議論した意見が次期亀岡市地域公共交通網形成計画に反映されるよう、取り組

んでいく方針で活動することとしたいがどうか。 

―全員了― 
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３ 閉会中の継続審査申出について 

＜齊藤委員長＞ 

 定例会閉会期間中に委員会活動を行うため、お手元配付の文書のとおり、議長宛て

に閉会中の継続審査の申出を行うので了承願う。 

―全員了― 

 

４ その他 

＜齊藤委員長＞ 

今後の委員会活動について協力願う。また、毎年度、市内バス交通等の前年度実績

がまとまる５月下旬に、執行部から行政報告を受けている。委員の皆さんにはそれ

までにしっかりと勉強いただき、次期亀岡市地域公共交通網形成計画の策定に関す

ることを含めて意見を述べていただくよう、よろしくお願いする。 

 

散会 １３：１０ 


